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第1章緒

 1896年Gruber及びWidalが夫々Gruber＆

Durhamの凝集反慮の現象より考案し1），この

反軍をチフス，パラチフス疾患の血清診漸に鷹

怪して以來，幾多の研究を経ていよいよ利用慣

値及び範圏が撲溶せられ，今日防疫上及び治療

上必要嵌くべからざる臨床指針として平々その

効果を嚢即しつXあるのは周知の通りである．

然るに尊墨慮は護病後比較的早期に現はれ難い

だめに早期診蜥には不適であり，豫防接種を受

けた人も同様に高度に凝集素が産出されること

あり，凝集素産生に關しては大なる個人差が存

在し，時に非特異性反慮を呈し，叉所謂既往性

血清反鷹に於ては測らざる凝集債の出現を見る

興

野，種：々診噺を混臨させる要素を含んでみるこ

とは一先人により屡々指摘されてるる2） 9） 4＞．從

ってWidal反鷹施行の際は同時に菌の有無を培

養法により確かめる～二とが維封に必要であ夢，

且病期，豫防接種並に既往性疾患の有無とその

時期を考慮：に入れて施行せねばならない。

 余等は昭廊19年4月よ一b昭和2斗年3月迄の5

年聞にわたり，金澤讐科大罪茅門留院雪平部に

於て施行せられたWidal反鷹及び該被験材料

の菌培養成績につき統計的襯察を行ひ，之等の

成績の相互關係を比較したので，その大要を報

告する次第である．

第2章調査材料及び調査術式

     第1節調査材料
 本學附驕鰹院楡査部にてWidal反懸橡査のため，

一般開業醤及び本學附罵醤院より逡附ぜられた血液

を探澤した．その被槍例は総数1，422例で，その中

Wida1反懸のみを依頼せるもの826例， widal反響と

同時に菌培養を依頼せるもの596例であった．

     第2節調i査術式
 Widal反懸術式は谷教授著「蟹學微生物學」に探鋒

せられてるる所に從つた5）。爾使用抗原は，チフス菌

H型（H901），同0型（0901），パラチフスA菌
（PA 10工5），同：B菌（PB 8，006）， Pretells OXIs）菌

（嬉研株）である．

第3章調査成績
第1節 w｛dal反慮の陽性率 余等はwid乱1反慮に於て1：20⑪倍以上を陽
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性として取扱つた．樹依頼事項の有無に力践は

らす；U’eil・一一：Felix反憲をも同時に施行した．そ

の結果調査件tw 1422例中Widal反鷹陽性のも

のは682例（47・96％），陰性のものは740例（52．⑪4

％）であった．Widal反鷹陽性のものを更に細

別すれば第1表に示す如く，チフス菌（T）のみ

に封し427例（30・02％）が陽性，パラ・チフスA菌

（：PA）のみにi射U8例（1．26％），パラチフス：B菌

（P：B）のみに封し5工例（3．58％），OXコ9菌（OX）の

みに劃し34例（2，39％），T及びPAに罪し20例

第1表 Widal三鷹の陽性二

Wida董 Widal
抗原の種類 反回陽 反懸命

性例激 1生 …華

T 427 30・02％

PA 18 1・26％

P：B 51 3．58％

OX 34 2・39％
T PA ， 20 L40％
T ：PB ， 72 5．06％

T，PA，：P：B， 22 1・55％

T，PA， P：B， OX 4 0．28％

T，OX 10 0．70％
’

T PA OX，    ， 2 0・重4％

T，P：B， OX 10 0・70％

PA PB ， 4 O．28％

PA， PB， OX 1 0・0ア％

PA OX ， 0 0・00％
P：B OX ， 7 ⑪・47％

註〕％は被橡総数1422例に謝するもの．

（1．40％），T及び：PBに上し72例「（5・06％）， T，

PA及びP：Bに画し22例（155％）， T， PA，：P：B

及びOXに：恥して4例（0．28％）， T及びOXに

封し10例（0．70％），T， PA及びOXに封し2例

（0．14％），T， PB及びOXに正して10例（0．7⑪

％），PA及びPBに封し4例（0．28％）， PA，

P：B及びOXに劃・し1例（O．07％）， PA及びOX

に封ずるものはなく（o％），P：B及びoxに封

し7例（0．49％）である。帥ち該反慮の陽性率は

陰性率に比しやX低く，陽性例数はTに封ずる

ものが絶封的に多く，PBに樹するものが之に

柔V・で多くPAに封ずるものはT，：P：Bのそれ，に

比し極めて少時であっだ．

    第2節 菌跳出率及びWida1

      反町陽性率との關係

 Widal胃壁と菌培養とを同時に依頼せるものt

596例に於て，該反慮陰性例解は342例（被験例

数596例に封ずるPercentageは57．38％），立

野憲陽性管網は254例（42．62％）であった．i次に

菌帯出率を見るに，総数596例中黒の帯出せら

れたものは73例（12．24％）で，之を更に該開脚

の陰性例及び陽性例について槍試すれば第2

表の如く，回暦憲陰性勢州342例中菌の帯出せ

られたものは34例で（陰性例数342例に封ずる

Percentageは9．94％，菌陽性例73例に封ずる

：Percentageは4658％），槍出初はTが31例，

PBが3例であった。又該反慮陽性例数254例中

陣の槍出せられたものは39例（該反慮陽性例数

第2表wida1反慮陽性率と菌槍出率との一子
、

匠   分 1 内 課
菌樵出置 陽 性率

凝集反翁面      ’＼ T 1・Al PB

陰性難民激   342 34 9．94％ 31 0 3

陽性者稲敷   254 39 15．35％ 34 3 2

正反慮 29 」  12・20％ 27 1 1

順二二 2
3 （79・49％）

2－ 0 0

干反懸 2 ・ 2 0 0

逆反懸 1  3・15％
i20・51％）

1 0 0

異反懸 5 2 2 1

註）（）内はWidal反懸陽性で同時に菌陽性なる総敷39例に封ずるPercentageを示す．
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に謝するPercentageは15．35％，菌陽性73例

に属するPercentageは53．42％）で槍出菌は

Tが34例，PAが3例，：P：Bが2例であった。帥

ち菌槍出例数はWidal反慮陽性例に於てやs

多く叉槍出菌に於てはTが縄謝的に多く，PB

が之に次ぎ，PAはP：Bよりやエ少数であった．

 Widal千慮の型と菌検出率との關係を調べる

ため，該反癒を鈴木，戸田及び西堀に微ひ次の

5種類に分けて比較してみた．帥ち（1）正反

鷹＝主凝集反慮のみ存し副凝集反刀の存しない

もの（2）順反慮：主，副肝凝集反慮が共に存

し，前者の凝集債が後者のそれより高いもの

（3）同反鷹：主，副爾凝集反感が共に存し，爾

者の凝集領が等しbもの（4）逆反響：主，副司

凝集反慮が存し，後者の凝集債が前者のそれよ

り高い竜の（5）異反庭翼：副凝集反慮のみ存する

もの．Wida1反慮及び菌想出の共に陽性なる39

例中正反鷹，順反慮は計31例で39－31（79．49％〉，

等厚鷹，逆反鷹，異罪悪は計8例で39－8（20．Sl

％）であった．菌陽性73例中，正反憲及び外反

慮の計31例は悪果出と一致してみるが，該輝輝

陰性34例及び該反物陽性例中，同反憲，逆：反慮

並に異三鷹の8例計42例に於ては菌槍出と一致

せす，寧ろ誤診を導くおそれが多分に存する．

更に余罪はT．0並にT．Hの凝集債と菌押出率

との關係を調査した所，Widal反憲に於てT．0

（十），T．H（一）なる18例申T陽性なるもの7例

（38．88％），叉T．H（十）， T．0（一）なる148例

中陽性なるもの11例（7．43％）を得た．

第4章総括並に考案

 以上の調i査成績を総括し，之を些か考案すれ

ば次の如くである，

    第1節 Widal反慮の陽性率

 凝集債1：200倍以上の巻のを陽性とすれば，

被験総藪1422例申陽1生例は682例（47・96例）で，

陰性例の740例（52・04％）に：比しやx低率を示

し，陽性的中Tに封ずるものは縄封的に多く
427例（30。⑪2％），P：Bに封ずるもの之に次ぎ51

例（3．58％），PAに樹するものは18例（126％）

で極あて少数であった．之を先人の業績に徴す

るに，第3表に：示す如く，1＝200倍以上を陽性

第3表Widal反慮陽性率

實 験 者

Ilirsh

清 岡

山 木

水 野

村 山

鈴木，戸田，西堀

鰍谷，林，眞田

陽 性 閾

1：2⑪O倍以上

1＝2QO倍以上

エ＝200倍以上

1＝200倍以上

1：2⑪0倍以上

1：100倍以上

1：200倍以上

 W量daI
反懸陽性率

 6sa／o

 soo／0

 87e／e

 82e／ei

 870／0

 340／e

47．96e／e

としてHirsh 7｝はWida1反癒陽性が68％を示

したと報告し，又清岡8）は李下50％，二木9）は

李均87％，水野10）は82％，村山。））は準均87％の

陽性率を報告し，鈴木等11）は1：100倍以上を陽

性として34％の陽性率を報告してみる．、

 今余等の成績を之等諸報告のそれに比較する

に，清岡の成績とは殆ど相等しく鈴木等の域績
          キ 
よ勢も相當の高率を示してみるが，他の諸家の

成績に比すれば相當の低率である．この事實は

鈴木等及び余等の場合，該疾患に疑のある被験

材料を雑然と調べたのであるのに反し，他の諸

家の；場合は確實な患者について調べた楡査成績

であるから，該円陣陽性率に於て上述の如き大

きな差異を生じたのではないかと考へちれる．

    第2節 Widal反慮陽性率と

      戦闘出i率との關係

 Wldal反鷹と菌培養を同時に行った際，被験

材料596例中，該反慮陰性例は342例（57．38％），

該反撃陽性例は254例（42．62％）であった．反憲

陰性342例中，ta菌陽性は34例で，菌陽性率は342

－34（9．94％）であり，母艦菌はTが大部分をし

め31例，PBは3例に過ぎなかつ距．叉該反慮

陽1生例254例中，菌陽性は39例で，254－39（15．
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35％）の陽性率を示し，外出菌はTが34例，PA

が3例，P－Bが2例であった．今堅甲な患者の

血液について調べた先人の業績をみるに，菌槍

出率に画しては第4表に示す如く，KUhnau塒

は41一一11（27％）Schottmttller i3）は220－182（83

％）Rolly ii）は50－44（88％）， TrapPe 15）は38－

25（66％）， Conradi 16）は二．28－2，2（79％）， H：｛rsh 17）

は100－68（68％）の陽性率を報告し，該疾患に

疑ρある雑材料を取扱つた鈴木等1）は769－87

（11・3％）の陽性率を報告してみるが，同じく雑

材料につき槍査した余等の成績は596一一73（12．24

％）であった．

第4表菌槍出率
實 験 者    菌検出率

KUhnau
Schottntiller

Ro］ly

Trappe

Conradi

Ilirsh

鈴木，戸田，西堀

鰍谷，林，眞田

 41－11（27e／，）

 220 一 182 （83 0／o ）

 50－44（88％e）

 38－25（66％e）

 28－22（79e／e）

 leO一 68 （68 e／e ）

769－87（11．30／o）

596－73（12・24％e）

 更にwida1反鷹と菌帯出との關係について

は第5表に示す如く，Widal反鷹陽性で同時に

第5表 Widal反慮と菌検出率との關係

＼論運∴
1 ”MRdillJy

 Jochmann

 DUffY

 Hirsh

 Buxton ＆ Coleman

 鈴木，戸田，西堀

 鰍谷，林，眞田

Wida1反島地
 性菌陽性

Widal反懸陰
 性菌陽性

 leO－55（55％）

 251－38（15e／o）

254－39（15．35％）

 50 一一 18（36 e／e）

 30一 5（17e／，）

 88－18（200／，）

 100m17（170／e）

 123 一一 32（26 e／o）

 518一一49 （90／o）

342一一34（9．94e／o）

菌陽性なるものについては，H．irsh 7）は100－55

（55％），鈴木等11）は25且一38（15％）の陽性i率

を報告し，該反慮陰性にして菌陽性なるものに

ついては，Rol】ア 14）は50－18（36％）， Jochmann

17）は3⑪一5（17％），Duffy i8＞は88－18（20％），

Hirsh 7〕は100－17（17％）， Buxton＆Coleman

19｝は123－32（26％），鈴木11＞等は518－49（9％）

の陽性率を報告してみるが，余等の成績は鈴木

等の成績にほf相等しvo．

 之を考案するに，鈴木等及び郎等の場合，該

疾患に疑のある被験材料を雑然と検査し，而も

殆ど只1回の槍査に絡興しなければならなかっ

たのに：反し，他の諸家の成績に於ては何れも確

實なる患者につき各病期に於て定期的に数回，

菌検索を繰返すことが出來たためではなからう

か．街鈴木等の成績に於ては，正及び開脚磨の

菌槍出率が同，逆及び異反慮のそれよb低かっ

たが，余等の場合はそれと反封の成績を示し

た，何れにしろ，Wida】丁丁陰性にして菌陽性

qもの及びWidal反慮陽性にして1同，逆：，

異反慮を呈するものは時に血清診断を混臨に導

くおそれありといってよからう。：又余等はT．0

並にT．Hの凝集便と竪町出率との關係を調査

した所，Widal反慮に於てT．0（十），T． H（一〉

なる18例中T陽性なるもの7例（38．88％），叉

T・H（＋），＝T．0（一）なる且48例申T陽性なる

もの11例（7．43％）を得た．帥ち20》21）22）23》鋤先

人の諸報告の如く，チフスの早期には流血中の

菌数が多いと云ふことと，0凝集素の出現が早

期に起ると云うことSが一致しておることを示

すものとして興味を畳える．

 一ってWidal反鷹施行に際しては，病顛，

豫防接種並に既往症の有無を考慮し，少くも2

回：施行して凝集債の移動を観察し，との際Tは
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T．0及びT．Hの爾抗原を使用し，他：方被験

材料の膿汁培養を必ず同時に行へば，Widal反

                   t

慮のみによる診断の誤りを是正するに役立つで

あらう。

第5章 結

 金澤讐科大學附驕讐院槍査部に於ける最：近5

年聞（昭和19年4月一昭和24年3月）の被験材料

中，Widal反聞及び菌既出率め統計的齪察を行

ひ，次の如き成績を得た，

 1）被験総数1422例中Widal反慮陽性例は

682例（47．96％）であった．

 2）被験材料596例につきWidal二二と菌培

養を同時に行った際，該反心陰性例は342例

（5738％），該反癒陽性例は254例（42．62％）で

あった．該反磨陰性中，菌陽性は34例（342－34
 り

（9．94％）〉，該反慮陽性船中，菌陽性は39例（254

論

一39（15．35％））であった，街後者に於ける菌陽性

物申，正及び順反慮のそれは31例（39「31（79．49

％）），同，蓮，1異反慈のそれは8例（39一一一8（2⑪．51

％））であった．更に該反響に於てT．0（十｝，

T．H（一）なる18例中チフス菌の楡出せられた

もの7例（38．88％），叉T．H（十）， T．0（一）

なる148例中チフス菌の槍出せられたもの11例

（7．43％）を得た．

 （欄干するに當り，終始御懇篤なる御指導と御校閲

を賜った恩師谷焼印に卑し満腔の謝意を捧ぐ）
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